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「
魂
の
碑
」
で
招
魂
祭
を
斎
行
＝
２
面

▽�

武
部
小
四
郎
の
玄
孫
、
自
一
氏
が
講
演
会

＝
３
面

▽�

賛
助
会
員
芳
名
録
＝
４
面

▽�

進
藤
一
馬
先
生
講
演
録
＝
６
面

▽�

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
日
程
決
ま
る

＝
７
面

　

毎
年
の
廣
田
弘
毅
先
生
顕

彰
祭
で
筑
前
琵
琶
を
献
奏
し

て
い
た
だ
く
筑
前
琵
琶
保
存

会
会
主
、
青
山
旭
子
師
が
念

願
の
東
京
公
演
を
果
た
し

た
。

　

さ
る
三
月
四
日
、
一
門
十

一
人
と
共
に
、
東
京
都
千
代

田
区
隼
町
の
国
立
劇
場
で

「
嶺
青
流
筑
前
琵
琶
保
存
会

東
京
公
演
」
を
開
催
し
、
源

義
経
の
生
涯
を
た
ど
る
「
義

ら
れ
た
。

　

筑
前
琵
琶
保
存
会
会
主
、

青
山
旭
子
師
と
弟
子
の
高
木

青
鳳
さ
ん
が
、
北
川
晃
二
作

詞
、
青
山
会
主
作
曲
の
「
廣

田
弘
毅
」
を
献
奏
し
た
。

　

廣
田
先
生
は
八
十
年
前
の

二
・
二
六
事
件
の
騒
乱
を
受

け
て
首
相
に
就
任
し
た
。
同

記
念
館
の
吉
村
剛
太
郎
理
事

長
は
挨
拶
で
「
二
・
二
六
事

件
当
時
の
世
相
は
格
差
社
会

だ
っ
た
。
現
在
の
世
相
と
共

通
す
る
。
廣
田
先
生
は
東
京

国
際
軍
事
裁
判
に
Ａ
級
戦
犯

で
訴
追
さ
れ
、
文
民
で
た
だ

一
人
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
言
の
弁
明
も
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、
日
独
防
共
協
定
締

結
が
戦
争
を
招
い
た
と
、
忸

怩
（
じ
く
じ
）
た
る
思
い
を

抱
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
私
は
推
測
し
て
い

る
。
日
本
の
近
・
現
代
史
を

学
び
教
訓
と
す
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

経
」
を
語
り
、
弾
奏
し
た
。

東
京
は
も
ち
ろ
ん
北
海
道
や

九
州
な
ど
か
ら
も
含
め
た
五

百
人
を
超
え
る
聴
衆
が
筑
前

琵
琶
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

　

博
多
で
生
ま
れ
た
筑
前
琵

琶
の
、
東
京
の
舞
台
で
の
演

奏
は
、
先
代
会
主
の
時
代
か

ら
の
願
い
で
、
青
山
師
が
そ

れ
を
実
現
し
た
。
東
京
公
演

の
成
功
を
受
け
て
青
山
師
は

「
試
験
を
受
け
る
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
が
、
筑
前
琵
琶
が

ち
ゃ
ん
と
し
た
芸
と
し
て
全

国
的
に
も
認
め
ら
れ
た
と
感

じ
た
。
い
い
も
の
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、

責
任
を
感
じ
て
い
る
」
と
表

情
を
引
き
締
め
て
い
た
。

　

鹿
鳴
館
時
代
に
象
徴
さ
れ

る
、
明
治
政
府
の
急
激
な
欧

化
政
策
に
眉
を
ひ
そ
め
た
頭

山
満
翁
は
、
女
性
の
教
育
手

段
と
し
て
筑
前
琵
琶
の
普
及

を
図
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅

先
生
を
顕
彰
す
る
「
廣
田
弘

毅
先
生
顕
彰
祭
」
が
五
月
十

四
日
、
福
岡
市
中
央
区
城
内

五
の
廣
田
先
生
の
銅
像
前
で

斎
行
さ
れ
た
。
三
十
四
回
目

で
一
般
社
団
法
人
玄
洋
社
記

念
館
の
主
催
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
廣
田
先
生

の
崇
敬
者
、
福
岡
市
議
会
議

員
で
組
織
す
る
「
玄
洋
社
に

政
治
を
学
ぶ
議
員
の
会
」
の

会
員
、
そ
れ
に
同
記
念
館
会

員
ら
約
五
十
人
が
参
列
し

た
。
福
岡
県
護
国
神
社
の
田

村
豐
彦
宮
司
を
祭
主
に
、
廣

田
先
生
の
ご
遺
徳
を
し
の
び

つ
つ
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠

な
ど
の
神
事
が
厳
か
に
進
め
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二
人
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）
遣
米
使
節
一
行
の

随
行
艦
・
咸
臨
丸
（
か
ん
り
ん
ま
る
）
が
日
本
最
初
の
太

平
洋
横
断
を
し
た
時
、
一
緒
に
こ
の
船
に
乗
っ
て
い
る
。

　

勝
は
咸
臨
丸
艦
長
、
福
沢
は
海
軍
奉
行
・
木
村
摂
津
守

の
随
員
で
あ
っ
た
。（
勝
が
福
沢
よ
り
十
二
歳
年
長
）
と

こ
ろ
が
こ
の
二
人
は
大
へ
ん
仲
が
悪
く
晩
年
に
至
る
ま
で

お
互
い
に
悪
口
を
言
い
あ
っ
て
い
る
。

　

勝
は
幕
臣
で
青
年
時
代
、
蘭
学
を
や
り
た
い
と
思
っ
て

当
時
高
名
な
江
戸
の
蘭
学
者
で
あ
っ
た
箕
作
阮
甫
（
み
つ

く
り
・
げ
ん
ぽ
）
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
門
前
払
い
を
食
わ
さ

れ
て
憤
慨
す
る
の
だ
が
筑
前
藩
江
戸
屋
敷
に
永
井
青
崖

（
な
が
い
・
せ
い
が
い
）
と
い
う
蘭
学
者
が
い
る
と
聞
い

た
。
こ
の
人
は
学
問
も
出
来
る
が
人
柄
も
立
派
だ
と
い
う

の
で
早
速
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
入
門
を
承
知
し
て
く
れ

た
。

　

永
井
は
勝
の
上
達
が
早
い
の
と
根
気
の
い
い
こ
と
に
驚

く
の
だ
が
、
こ
の
優
秀
な
門
弟
を
秀
才
好
き
の
長
溥
公
に

引
き
合
わ
せ
た
。
長
溥
も
勝
が
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
屋

敷
に
あ
る
蘭
書
を
自
由
に
見
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
。

　

以
来
、
勝
は
長
溥
を
非
常
に
尊
敬
す
る
の
だ
が
晩
年
、

旧
筑
前
藩
士
に
対
し
て
「
旧
藩
主
の
中
で
豪
気
果
断
で
識

見
が
あ
っ
た
人
と
い
え
ば
、
お
前
さ
ん
と
こ
の
殿
様
に
ま

さ
る
人
は
い
な
か
っ
た
よ
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

　

福
沢
諭
吉
は
青
年
時
代
、大
阪
の
緒
方
洪
庵
（
お
が
た
・

　

西
郷
隆
盛
と
の
盟
約
に
よ

り
「
西
南
戦
争
」
に
呼
応
し

て
決
起
し
た
福
岡
藩
出
身
青

年
士
族
に
よ
る
「
明
治
十
年

福
岡
の
変
」
で
、
壮
烈
な
最

期
を
遂
げ
た
殉
難
志
士
を
慰

霊
、顕
彰
す
る「
招
魂
祭
」が
、

さ
る
六
月
五
日
、
福
岡
市
中

　

福
岡
県
社
「
警
固
神
社
」

の
前
田
安
文
宮
司
に
よ
っ
て

祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
な
ど

の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

明
道
会
の
山
崎
拓
理
事
長

は
参
列
者
へ
の
挨
拶
で
、
百

三
十
九
年
前
に
福
岡
で
起

こ
っ
た
国
を
思
う
青
年
士
族

の
行
動
に
思
い
を
馳
せ
「
志

士
の
行
い
は
尊
い
も
の
。
そ

の
志
士
の
魂
を
受
け
継
ぐ
の

　

勤
皇
の
志
士
、
平
野
國
臣

の
生
誕
祭
が
、
三
月
二
十
六

日
、
福
岡
市
中
央
区
今
川
一

丁
目
の
「
平
野
神
社
」
で
執

り
行
わ
れ
た
。

　

國
臣
生
誕
百
九
十
年
の
年

の
祭
典
に
、
國
臣
の
子
孫
や

崇
敬
者
ら
約
五
十
人
が
参

列
。
山
内
勝
二
郎
宮
司
を
祭

主
に
神
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

近
く
の
鳥
飼
八
幡
宮
参
集

殿
で
開
か
れ
た
直
会
（
な
お

ら
い
）
で
挨
拶
に
立
っ
た
神

社
責
任
役
員
の
吉
村
剛
太
郎

氏
（
玄
洋
社
記
念
館
理
事

長
）
は
「
こ
う
い
う
会
を
通

じ
て
日
本
の
精
神
文
化
が
つ

な
が
っ
て
行
く
も
の
と
思
っ

央
区
平
和
三
丁
目
、
平
尾
霊

園
の
「
魂
の
碑
」
苑
で
行
わ

れ
た
。

　

財
団
法
人
明
道
会
の
主

催
。
殉
難
志
士
の
遺
族
を
は

じ
め
明
道
会
関
係
者
、
玄
洋

社
記
念
館
関
係
者
ら
約
三
十

人
が
参
列
し
た
。

が
玄
洋
社
で
あ
り
、
福
岡
の

歴
史
の
礎
を
つ
く
っ
た
。
歴

史
を
尊
び
、
明
道
会
と
し
て

も
先
覚
の
偉
業
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
い
く
」と
述
べ
た
。

　

明
道
会
は
、
来
年
が
福
岡

の
変
か
ら
百
四
十
年
の
節
目

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
魂

の
碑
」
苑
内
に
生
い
茂
っ
て

い
た
樹
木
を
伐
採
し
て
環
境

を
整
備
し
た
。

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

大
阪
府
豊
中
市
か
ら
駆
け

つ
け
た
國
臣
の
玄
孫
、
原
国

俊
氏
（
68
）
は
「
こ
の
よ
う

に
（
生
誕
祭
を
）
続
け
て
く

れ
る
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
国
臣
を
大
切
に
し
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
う
」
と
、
感
謝
の
意
を

表
し
た
。

　

福
岡
県
護
国
神
社
の
田
村

豐
彦
宮
司
は
「
共
に
愛
国
の

念
で
行
動
し
た
官
軍
、
賊
軍

の
犠
牲
の
中
に
、
今
の
日
本

が
あ
る
。
国
を
思
う
國
臣
の

精
神
を
具
現
化
す
る
の
が
今

の
私
た
ち
の
責
任
で
は
な
い

か
」
と
語
っ
た
。

〈9〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

「
明
治
十
年
福
岡
の
変
」
招
魂
祭

平
野
國
臣
生
誕
祭
を
斎
行

殉
難
の
志
士
を
慰
霊

祭
典
の
継
続
に
敬
意

殉難志士の遺族らが参列して厳粛に執り行われた「招魂祭」
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こ
う
あ
ん
）
の
塾
で
蘭
学
を
学
ん
で
い
る
。

　

洪
庵
は
黒
田
家
の
御
出
入
り
医
師
と
い
う
こ
と
で
長
溥

公
に
も
、
し
ば
し
ば
会
っ
て
い
る
。
長
溥
は
江
戸
出
府
、

筑
前
帰
国
の
際
に
は
大
阪
・
中
ノ
島
の
筑
前
屋
敷
に
滞
在

す
る
の
が
慣
例
に
な
っ
て
お
り
洪
庵
は
必
ず
伺
候
し
て
い

た
。
ご
機
嫌
伺
い
を
兼
ね
て
殿
様
が
長
崎
で
入
手
し
た
近

著
の
蘭
書
を
拝
見
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　

安
政
三
、四
年
の
こ
ろ
、
例
の
如
く
中
ノ
島
の
筑
前
屋

敷
に
伺
候
し
た
洪
庵
が
一
冊
の
蘭
書
を
拝
借
し
て
き
た
。

「
黒
田
侯
が
珍
し
い
原
書
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
ち

ょ
っ
と
借
り
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
蘭

書
は
物
理
学
の
本
で
あ
っ
た
。
塾
生
た
ち
が
、
こ
の
本
を

見
た
時
の
驚
き
を
福
沢
は「
福
翁
自
伝
」に
記
し
て
い
る
。

　

か
ね
が
ね
エ
レ
キ
ト
ル
（
電
気
）
の
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
物
理
書
は
「
英
国
の
大

家
フ
ハ
ラ
デ
ー
の
電
気
説
を
土
台
に
し
て
電
池
の
製
造
法

な
ど
が
ち
ゃ
ん
と
出
て
い
る
か
ら
新
奇
と
も
何
と
も
唯
驚

く
ば
か
り
で
一
見
直
（
た
だ
ち
）
に
魂
を
奪
わ
れ
た
」。

　

黒
田
侯
は
こ
の
本
を
八
十
両
で
買
わ
れ
た
と
聞
い
て
貧

乏
書
生
た
ち
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
拝
借

し
て
い
る
間
に
書
写
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

塾
生
み
ん
な
で
手
分
け
を
し
て
取
り
か
か
る
。
一
人
が

読
む
、
一
人
が
書
く
。
少
し
疲
れ
て
く
る
と
す
ぐ
新
手
と

交
代
す
る
と
い
う
や
り
方
で
三
日
二
夜
、
ぶ
っ
通
し
で
写

し
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
い
よ
い
よ
今
夕
、侯
の
御
出
立
と
定
ま
り
私
ど
も
は
、

そ
の
原
書
を
撫
で
く
り
回
し
、
ま
こ
と
に
親
に
暇
乞
い
を

す
る
よ
う
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
還
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
後
は
塾
中
に
エ
レ
キ
ト
ル
の
説
が
全
く

面
目
を
新
た
に
し
て
当
時
の
日
本
国
中
、
最
上
の
点
に
達

し
て
い
た
と
申
し
て
憚
（
は
ば
か
）
り
ま
せ
ん
。
私
な
ど

が
今
日
で
も
電
気
の
話
を
聞
い
て
、
お
よ
そ
そ
の
方
角
の

わ
か
る
の
は
全
く
こ
の
写
本
の
お
か
げ
で
あ
る
」�（
続
く
）

　
「
福
岡
の
変
」
で
決
起
し

た
高
木
（
本
名
、
高
城
）
安

吉
は
福
岡
県
早
良
郡
田
隈

村
、
現
在
の
福
岡
市
早
良
区

田
村
三
丁
目
の
出
身
。
決
起

軍
大
隊
長
の
越
知
彦
四
郎
と

と
も
に
明
治
十
年
四
月
五
日

に
政
府
軍
に
逮
捕
さ
れ
た
。

懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
、
服
役

先
の
大
阪
堺
の
監
獄
で
同

十
一
年
六
月
十
二
日
、
病
死

し
た
。
三
十
二
歳
だ
っ
た
。

　

地
元
の
友
人
、
知
人
が
同

十
三
年
、
実
家
の
近
く
に
あ

る
寺
院
「
西
念
寺
」
の
山
門

脇
に
道
路
に
面
し
て
墓
碑
を

　

青
年
士
族
の
反
乱
、「
福

岡
の
変
」
を
、
越
知
彦
四
郎

と
と
も
に
指
揮
し
、
敗
れ
て

刑
死
し
た
武
部
小
四
郎
の
玄

孫
、
武
部
自
一
さ
ん
（
66
）

＝
福
岡
市
早
良
区
飯
倉
６
丁

目
＝
が
、
さ
る
六
月
十
二

日
、
福
岡
市
博
物
館
講
座
室

で
「
福
岡
の
変
講
演
会
」
を

開
い
た
。

　
「
福
岡
の
変
」
は
明
治
十

年
三
月
二
十
八
日
未
明
に
起

建
立
し
た
。
高
木
の
師
、
高

場
乱
が
墓
碑
銘
を
記
し
て
高

木
の
偉
業
を
た
た
え
た
。

　

百
年
余
り
が
経
過
し
、
墓

碑
の
文
字
が
読
み
に
く
く

な
っ
た
た
め
、
昭
和
六
十
二

年
九
月
二
十
三
日
、
高
木
の

子
孫
ら
が
墓
碑
の
隣
に
墓
碑

銘
を
再
現
し
た
「
招
魂
碑
」

を
建
立
し
た
。
元
福
岡
市
長

で
玄
洋
社
記
念
館
理
事
長
、

故
進
藤
一
馬
先
生
が
「
偉
芳

萬
古
」
と
揮
毫
し
除
幕
式
に

も
出
席
し
た
。

　

墓
碑
、
招
魂
碑
は
高
木
の

偉
業
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

き
、
翌
月
三
日
ご
ろ
に
、
政

府
軍
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

　

自
一
さ
ん
は
、
小
四
郎
ら

が
決
起
す
る
に
至
っ
た
時
代

背
景
や
実
行
す
る
ま
で
に
は

同
志
の
間
で
論
議
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、
決
起
ま
で
の
紆

余
（
う
よ
）
曲
折
を
解
説
。

さ
ら
に
決
起
隊
各
隊
の
決
起

後
の
官
軍
と
の
戦
闘
の
推

移
、
主
な
隊
員
の
行
動
、
戦

場
に
な
っ
た
地
域
の
被
害
状

況
な
ど
を
語
っ
た
。

　

自
一
さ
ん
は
、
武
部
家
に

伝
わ
る
文
書
や
各
種
文
献
を

調
べ
、
ま
た
、
福
岡
市
か
ら

筑
後
地
区
、
筑
豊
地
区
に
広

が
る
戦
跡
を
踏
査
す
る
な
ど

し
て
「
福
岡
の
変
」
の
研
究

を
続
け
て
い
る
。

　

自
一
さ
ん
に
と
っ
て
「
福

岡
の
変
」
を
語
る
こ
と
は

「
義
」
を
貫
い
た
先
祖
の
生

き
方
を
語
る
こ
と
。
講
演
は

聴
く
人
に
ひ
と
味
違
う
感
銘

を
与
え
た
よ
う
だ
っ
た
。 先祖が戦った「福岡の変」を

講演する武部自一さん

子
孫
が
語
る
「
福
岡
の
変
」

武
部
自
一
さ
ん
が
講
演
会

高木安吉の墓碑・招魂碑

路傍で伝える烈士の偉業

高
木
安
吉
の
偉
業
を
今
日
に
伝
え
る
墓
碑

（
左
）
と
招
魂
碑
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吉
武　

健
志　
　
（　

同　

）

西
本　

潤
也　
　
（
福
岡
市
）

中
本　

零
時　
　
（
東
京
都
）

松
野
尾
英
彦　
（
北
九
州
市
）

山
内
勝
二
郎　
　
（
福
岡
市
）

西
嶋　

俊
成　
　
（　

同　

）

堀
内　

恭
彦　
　
（　

同　

）

西
方　
　

忍　
　
（　

同　

）

妹
尾　

正
為　
　
（　

同　

）

山
田　
　

真　
（
筑
紫
野
市
）

後
藤　

元
生　
　
（
福
岡
市
）

戸
川　

愛
子　
　
（　

同　

）

中
村　

佐
枝　
　
（　

同　

）

手
嶋　

恭
弘　
　
（　

同　

）

谷
本　

憲
彦　
　
（
広
島
市
）

平
湯　

芳
裕　
（
名
古
屋
市
）

井
出　

純
香　
　
（
福
岡
市
）

戸
高　

有
基　
（
津
久
見
市
）

工
藤　
　

慶　
　
（
西
宮
市
）

草
野　

和
子　
　
（
松
戸
市
）

濱
地
勝
太
郎

　
　
　
　
（
栃
木
県
下
野
市
）

頭
山　

尚
子　
　
（
立
川
市
）

久
恒　

政
雄　
　
（
福
岡
市
）

秋
田　
　

清　
　
（　

同　

）

濱
地　

金
剛　
　
（
東
京
都
）

室　
　
　

潔　
　
（　

同　

）
白
石　

敏
彦　
（
武
蔵
野
市
）

上
杉　

清
文

　
　
　
　
（
静
岡
県
富
士
市
）

飯
島　

健
児　
　
（
東
京
都
）

長
谷
川
真
弓

　
　
　
　
（
福
岡
県
飯
塚
市
）

寺
田　

和
弘　
　
（
熊
本
市
）

三
木　

年
史　
　
（
徳
島
市
）

小
石
原
淳
一　
　
（
福
岡
市
）

内
藤　

武
宣　
　
（
東
京
都
）

片
山　
　

悠

　
　
　
　
　
（
東
久
留
米
市
）

坂
井　

貞
夫　
　
（
福
岡
市
）

渕
上　

貫
之　
　
（
東
京
都
）

小
川　
　

茂　
　
（
福
岡
市
）

堤
田　
　

智　
　
（　

同　

）

的
野　

泰
庸　
　
（　

同　

）

秋
吉　

謙
一　
（
久
留
米
市
）

木
戸　

龍
一　
　
（
糸
島
市
）

進
藤　
　

勇　
　
（
府
中
市
）

島
津　

修
久　
（
鹿
児
島
市
）

林　
　
　

登　
　
（
福
岡
市
）

土
肥　

國
夫　
　
（　

同　

）

興
膳　

克
彦　
　
（
中
間
市
）

箱
田　

満
輔　
　
（
小
平
市
）

田
屋　

憲
男　
　
（
横
浜
市
）

魚
谷　

哲
央　
　
（
京
都
市
）

坂
牧　

大
陸　
　
（
福
岡
市
）

池
内　

公
子

　
　
　
　
（
北
海
道
遠
軽
町
）

柴
田　

文
雄　
　
（
福
岡
市
）

庵
原　

義
一　
　
（
古
賀
市
）

梅
本　

真
央　
　
（
福
岡
市
）

頭
山
晋
太
郎　
　
（　

同　

）
生
武　
　

治　
　
（　

同　

）

坂
上　

英
雄　
　
（
大
阪
市
）

藤
田　

道
子　
　
（
福
岡
市
）

山
城　

直
之　
　
（　

同　

）

国
松　
　

誠　
　
（
藤
沢
市
）

縄
田　

智
行　
　
（
福
岡
市
）

川
㟢　

賢
冶　
　
（　

同　

）

平
山　

康
樹　
　
（
春
日
市
）

稲
員
大
三
郎　
　
（
福
岡
市
）

廣
瀬
木
綿
子　
　
（　

同　

）

安
川　

重
臣　
　
（　

同　

）

白
土　
　

宏　
　
（　

同　

）

村
井　

正
隆　
（
久
留
米
市
）

仲
原　

志
平　
　
（
福
岡
市
）

柴
田　

文
彦　
　
（　

同　

）

岳　
　

康
宏　
　
（　

同　

）

三
原　

朝
彦　
（
北
九
州
市
）

中
村　

旭
園　
　
（
福
岡
市
）

小
野　

勇
夫　
　
（　

同　

）

岩
崎　

成
敏　
　
（　

同　

）

伊
東　

聡
江　
　
（
東
京
都
）

武
田　
　

煕

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
市
）

堺　
　

憲
一　
　
（
福
岡
市
）

大
島　

泰
治　
（
大
野
城
市
）

二
之
湯　

智　
　
（
京
都
市
）

横
田　

進
太　
　
（
福
岡
市
）

進
藤　

政
子　
　
（
宗
像
市
）

小
柳　

政
則　
　
（
福
岡
市
）

小
石
原　

昭　
　
（
東
京
都
）

末
永　

正
彦　
　
（　

同　

）

荒
津　

茂
徳

　
　
　
　
（
愛
知
県
日
進
市
）

進
藤　

邦
彦　
　
（
福
岡
市
）

田
川　
　

賢

　
　
　
　
（
茨
城
県
守
谷
市
）

櫻
木　

嵩
士

　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
）

高
場　

康
幸　
　
（
古
賀
市
）

酒
井　

智
堂　
（
鹿
児
島
市
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

青
山　

旭
子　
　
（　

同　

）

大
山　

弘
道　
　
（　

同　

）

福
田　

明
彦　
　
（　

同　

）

中
井　

裕
子　
　
（
松
戸
市
）

有
馬　
　

學　
　
（
東
京
都
）

加
藤　

芳
子　
　
（
福
岡
市
）

堺　
　
　

彪　
　
（　

同　

）

長
岡　

聖
司　
　
（　

同　

）

箱
田　

慎
二

　
　
　
（
神
奈
川
県
寒
川
町
）

津
田　

隆
士　
　
（
福
岡
市
）

濱
地　

光
男　
　
（
大
府
市
）

山
嵜　

泰
生　
（
那
珂
川
町
）

光
安　
　

力　
　
（
福
岡
市
）

お
ば
た
久
弥　
　
（　

同　

）

南
原　
　

茂　
　
（　

同　

）

森　
　

英
鷹　
　
（　

同　

）

冨
永　

計
久　
　
（　

同　

）

川
上　

晋
平　
　
（　

同　

）

打
越　

基
安　
　
（　

同　

）

阿
部
真
之
助　
　
（　

同　

）

今
林
ひ
で
あ
き　
（　

同　

）

福
田
ま
も
る　
　
（　

同　

）

飯
盛　

利
康　
　
（　

同　

）

大
原
弥
寿
男　
　
（　

同　

）

大
森　

一
馬　
　
（　

同　

）

橋
田　

和
義　
　
（　

同　

）
津
田
信
太
郎　
　
（　

同　

）

川
上　

陽
平　
　
（　

同　

）

調　
　

崇
史　
　
（　

同　

）

中
島
ま
さ
ひ
ろ　
（　

同　

）

堤
田　
　

寛　
　
（　

同　

）

稲
員　

稔
夫　
　
（　

同　

）

藤
本　

顕
憲　
　
（　

同　

）

笠　
　

康
雄　
　
（　

同　

）

国
分　

徳
彦　
　
（　

同　

）

平
畑　

雅
博　
　
（　

同　

）

三
角
公
仁
隆　
　
（　

同　

）

浜
崎　

太
郎　
　
（　

同　

）

鬼
塚　

昌
宏　
　
（　

同　

）

川
口　
　

浩　
　
（　

同　

）

　

こ
の
た
び
、
賛
助
会
員
の

皆
様
に
、
平
成
二
十
八
年
度

の
会
費
納
入
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
大

勢
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
十
一
月
に
は
当
記
念

館
の
創
設
者
、
進
藤
一
馬
先

生
の
二
十
五
回
忌
を
迎
え
ま

す
。
進
藤
先
生
の
志
に
沿
う

よ
う
、諸
事
業
に
い
っ
そ
う
、

力
を
込
め
て
取
り
組
む
所
存

で
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

�

一
般
社
団
法
人 

玄
洋
社
記
念
館

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

警
固
神
社　
　
　
（
福
岡
市
）

㈱
ア
キ
ラ
水
産　
（　

同　

）

㈱
エ
ー
・
ケ
ー
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

福
岡
県
護
国
神
社（
福
岡
市
）

節
信
院　
　
　
　
（　

同　

）

駿
和
物
流
㈱　
　
（　

同　

）

㈱
正
興
電
機
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

九
星
飲
料
工
業
㈱

　
　
　
　
（
福
岡
県
糸
島
市
）

平
野
神
社　
　
　
（
福
岡
市
）

東
海
大　
　
　
　
（
東
京
都
）

㈱
玄
南
荘　
　
　
（
福
岡
市
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

上
田
藤
兵
衛　
　
（
京
都
市
）

吉
村
剛
太
郎　
　
（
福
岡
市
）

花
田　
　

勲　
　
（
東
京
都
）

　
【
二
万
円
】

大
原　
　

毅　
　
（
福
岡
市
）

妹
尾　

俊
見　
　
（　

同　

）

大
江
田　

信　
（
太
宰
府
市
）

　
【
一
万
円
】

吉
武　

義
和　
　
（
防
府
市
）

賛
助
会
員
芳
名
録

平成28年度

７
月
20
日
受
け
付
け
分
ま
で
（
敬
称
略
）

　

お
礼
の
言
葉
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福
岡
県
宮
若
市
脇
田
、
犬

鳴
（
い
ぬ
な
き
）
山
系
西
山

の
中
腹
に
残
る
筑
前
福
岡
藩

勤
皇
派
家
老
、
加
藤
司
書
公

ゆ
か
り
の
同
藩
の
隠
し
城

「
犬
鳴
御
別
館
」
跡
で
四
月

二
日
、
第
五
回
「
福
岡
藩
犬

鳴
御
別
館
桜
の
宴
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　

地
元
で
組
織
し
た
実
行
委

員
会
（
水
上
紀
彦
委
員
長
）

が
主
催
の
花
見
の
会
。
前
年

と
前
々
年
は
予
定
し
た
日
が

雨
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
約
八

㌔
離
れ
た
麓
の
小
学
校
で
開

催
さ
れ
た
が
、
今
年
は
絶
好

の
花
見
日
和
に
な
り
、
三
年

ぶ
り
に
御
別
館
跡
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

石
垣
の
前
の
、
約
二
百
本

の
桜
に
囲
ま
れ
た
広
場
が
会

場
。
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
正
面

に
舞
台
が
設
け
ら
れ
た
。

　

会
費
制
の
花
見
に
、
地
元

市
民
ら
約
百
人
が
参
加
し
、

有
吉
哲
信
市
長
や
市
議
会
議

員
も
宴
に
加
わ
っ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
有
吉
市
長

は
「
天
気
よ
し
、
桜
よ
し
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
天
気
に

恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

い
」
と
上
機
嫌
だ
っ
た
。

　

司
書
公
の
菩
提
寺
「
節
信

院
」（
福
岡
市
博
多
区
御
供

所
町
）
の
前
住
職
（
司
書
公

の
曾
孫
）
夫
人
、
加
藤
芳
子

さ
ん
は
「
加
藤
司
書
を
大
事

に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た

い
。
司
書
が
こ
こ
に
舞
い
降

り
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
て
い
た
。

　

司
書
公
を
奉
賛
す
る
同
市

の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
司
書

太
鼓
」の
勇
壮
な
演
奏
の
後
、

祝
宴
に
。
同
市
文
化
連
盟
の

メ
ン
バ
ー
が
日
舞
な
ど
多
彩

な
芸
を
次
々
と
披
露
。
会
を

楽
し
く
盛
り
上
げ
た
。
石
垣

修
復
の
基
金
集
め
に
ふ
る
ま

わ
れ
た
、
地
元
で
捕
獲
し
た

イ
ノ
シ
シ
で
つ
く
っ
た
イ
ノ

シ
シ
汁
が
人
気
を
集
め
た
。

　

「
犬
鳴
御
別
館
」
は
、
幕

末
、
開
国
を
迫
る
外
国
軍
艦

の
砲
撃
に
備
え
、
司
書
公
の

進
言
で
築
造
さ
れ
た
。
明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
暴

風
雨
で
倒
壊
し
た
。
現
在
は

石
垣
、
階
段
な
ど
が
残
っ
て

い
る
。

　

脇
田
地
区
の
人
々
は
、
御

別
館
を
観
光
資
源
に
育
て
て

地
域
の
振
興
を
図
ろ
う
と
力

を
尽
く
し
て
い
る
。
桜
の
宴

も
、
企
画
の
一
つ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
御
別
館
の
崩

れ
た
石
垣
の
修
復
運
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

司
書
公
は
、
同
藩
の
勤
皇

派
弾
圧
事
件
で
あ
る
「
乙
丑

の
獄
」
で
犠
牲
に
な
っ
た
。

代
表
取
締
役
会
長

花
　
田
　
　
　
　
勲

代
表
取
締
役
社
長

児
　
玉
　
　
和
　
久

株
式
会
社
　
玄 

南 

荘

代
表
取
締
役
社
長
　

渕
　
上
　
髙
　
当

本
　
　
社
　
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
二‒

三‒

四
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
二‒

七
一
五‒

六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
二‒

七
五
二‒

〇
六
二
三

Ｈ
　
　
Ｐ
　 http://gennanso.com

/

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　fukuoka@

gennanso.com

学
生
会
館（
学
生
寮
）・
単
身
者
向
け
事
業

受
託
給
食
・
Ｆ
＆
Ｂ（
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
）事
業

晴天と 200 本の桜に包まれて楽しく繰り広げられた桜の宴

地
元
の
イ
ノ
シ
シ
の
イ
ノ
シ

シ
汁
は
好
評
だ
っ
た

「
御
別
館
」
跡
で
３
年
ぶ
り

晴
天
の
も
と
桜
の
宴
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中
野
先
生
は
修
猷
館
、
早

稲
田
、
そ
し
て
朝
日
新
聞
の

記
者
と
な
っ
て
、
新
聞
記
者

で
あ
り
な
が
ら
大
い
に
政
治

の
中
に
入
り
込
ん
で
い
ろ
い

ろ
桂
内
閣
に
対
す
る
攻
撃
運

動
な
ん
か
を
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
自
分
が
朝
日
新
聞

に
入
ら
れ
て
、
緒
方
竹
虎
先

生
に
も
「
お
前
も
ぜ
ひ
朝
日

新
聞
に
入
れ
」
と
い
う
こ
と

で
、
後
に
緒
方
先
生
も
朝
日

新
聞
に
引
き
入
れ
ら
れ
ま
し

て
「
朝
野
の
政
治
家
」
そ
の

他
新
聞
紙
上
政
界
を
論
評
し

一
躍
天
下
に
そ
の
名
文
が
宣

伝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う
中
野
正
剛
先
生
の
活
躍
が

新
聞
記
者
時
代
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
新

聞
社
を
辞
め
て「
東
方
時
論
」

と
い
う
雑
誌
の
社
長
と
な

り
、「
東
方
時
論
」
を
出
し

な
が
ら
、
第
一
次
欧
州
大
戦

の
パ
リ
の
講
和
会
議
に
特
派

員
と
し
て
行
か
れ
た
。
パ
リ

の
講
和
会
議
に
は
日
本
は
西

園
寺
公
を
そ
の
代
表
と
し
て

送
り
、
牧
野
、
珍
田
、
い
ろ

い
ろ
そ
う
い
う
人
た
ち
を
大

使
と
し
て
送
っ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
パ
リ
の
ベ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
の
中
の
平
和
会
議

場
に
お
け
る
日
本
の
態
度
が

本
当
に
見
る
に
見
ら
れ
ぬ
愚

劣
な
る
外
交
。
何
も
や
ら
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
の
顔
色
を
う

か
が
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
意
向

を
う
か
が
い
、
中
国
か
ら
さ

ん
ざ
ん
に
や
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る

日
本
の
態
度
の
不
甲
斐
な
さ

に
、
講
和
会
議
の
途
中
、
ま

だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
こ

ん
な
こ
と
で
は
日
本
の
将
来

が
ど
う
な
る
か
危
う
い
と
い

う
こ
と
で
帰
り
、「
講
和
会

議
を
目
撃
し
て
」
と
の
演
題

で
会
議
の
実
情
を
訴
え
、
ま

た
本
を
出
し
、
全
国
民
に
日

本
の
政
治
、
上
層
部
の
政
治

は
こ
う
い
う
体
た
ら
く
だ
と

い
う
こ
と
で
演
説
し
て
回
ら

れ
た
。
そ
れ
が
中
野
先
生
の

最
初
の
政
治
に
入
ら
れ
た
道

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
に
講
和
会
議
で
も

最
後
ま
で
見
て
お
れ
な
い
。

矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
一
月

に
行
っ
て
、
途
中
、
三
月
に

帰
っ
て
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
が
中
野
正
剛
先
生
の
気

性
で
あ
る
。
じ
っ
と
し
て
お

れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
短
気
で
も
あ
り
ま
す
。

気
も
短
い
。
激
し
い
気
性
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
は
み
ん
な
国
を
憂
え
る
か

ら
の
気
性
で
あ
る
。
公
憤
で

あ
り
ま
す
。
公
の
慨
嘆
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

常
に
国
家
の
将
来
が
頭
か
ら

離
れ
な
い
。

　

家
庭
的
に
は
早
く
長
男
を

亡
く
し
、
奥
様
も
早
く
亡
く

な
ら
れ
、
次
男
も
亡
く
し
、

自
分
の
足
も
医
者
の
間
違
い

か
ら
切
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
、
家
庭
的
に
は
非
常

に
不
幸
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
不
幸
を
少
し
も
苦
に
し

な
い
と
い
う
か
、
心
は
痛
み

な
が
ら
も
公
の
こ
と
に
向
か

っ
て
は
憤
然
と
し
て
戦
っ
て

こ
ら
れ
た
。

　

ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
以
後
の
日

本
の
国
力
、
既
に
日
本
は
ガ

タ
ル
カ
ナ
ル
に
お
い
て
七
対

三
の
勢
力
し
か
な
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
お
っ
て
、
そ

れ
を
政
府
が
隠
し
ま
く
っ
て

戦
争
を
続
け
て
お
る
。
こ
の

実
態
を
一
日
も
早
く
国
民
に

徹
底
さ
せ
て
、
国
民
の
自
覚

を
促
し
て
、
何
と
か
こ
れ
を

挽
回
し
な
け
れ
ば
日
本
は
危

う
し
と
い
う
こ
と
で
、
東
条

と
の
対
決
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
先

生
の
最
後
の
戦
い
。
そ
の
た

め
に
は
元
老
、
重
臣
を
い
ち

い
ち
説
い
て
回
っ
て
「
東
条

を
早
く
辞
め
さ
せ
な
け
れ
ば

日
本
の
将
来
は
危
う
い
。
戦

い
が
敗
れ
る
」
と
い
う
こ
と

で
回
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
重
臣
一
同

が
東
条
一
人
を
華
族
会
館
に

呼
び
出
し
て
、
懇
談
を
行
っ

て
東
条
に
辞
職
の
勧
告
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の

が
、
そ
の
最
後
の
重
臣
会
議

に
東
条
が
部
下
数
名
を
連
れ

て
き
て
言
い
逃
れ
、
そ
れ
だ

け
で
こ
の
重
臣
会
議
は
終
わ

っ
た
。
中
野
先
生
は
日
本
の

重
臣
と
い
う
も
の
は
お
も
ち

ゃ
の
兵
隊
み
た
い
で
、
ネ
ジ

を
か
け
て
お
る
間
は
何
と
か

動
い
て
お
る
け
れ
ど
も
、
ネ

ジ
が
止
ま
る
と
ば
っ
た
り
。

何
の
力
も
な
い
。
本
当
に
そ

の
不
甲
斐
な
さ
に
慨
嘆
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
体
た

ら
く
の
日
本
の
政
治
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

中
野
先
生
は
平
素
、「
人

間
は
現
在
の
刻
一
刻
が
余
生

命
で
あ
り
、
修
養
の
活
舞
台

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
環
境
に

対
し
て
最
善
を
尽
く
し
、
全

生
命
を
躍
動
さ
せ
し
め
な
が

ら
、
そ
の
精
神
の
最
高
潮
に

立
っ
た
と
き
に
自
分
の
生
命

が
絶
た
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
そ
の
人
生
の
一
番
の
生

き
甲
斐
で
あ
る
。
そ
れ
は
城

山
に
お
け
る
西
郷
南
洲
の
心

境
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
に
お
け
る
心
境
は
、

人
間
が
精
神
力
の
最
高
潮
の

と
き
に
既
に
そ
れ
が
神
と
な

っ
て
魂
が
散
ず
る
と
い
う
。

こ
れ
で
な
け
れ
ば
英
雄
じ
ゃ

な
い
。
聖
人
で
も
な
い
。
自

分
も
そ
う
い
う
死
に
方
で
あ

り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
中
野
正
剛

先
生
が
十
月
二
十
六
日
に
警

視
庁
か
ら
憲
兵
隊
を
経
て
帰

っ
て
こ
ら
れ
た
際
に「
先
生
、

東
条
と
の
勝
負
は
ど
う
で
し

た
か
」
と
、
う
ち
の
人
が
聞

い
た
と
き
に
、「
あ
あ
、
も

ち
ろ
ん
俺
の
勝
ち
だ
。
今
度

は
大
き
な
こ
と
を
す
る
の

だ
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ

た
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す

が
、
既
に
中
野
先
生
の
心
の

中
に
は
死
を
決
し
て
お
ら
れ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。�

（
続
く
）

郷
土·

福
岡
が
生
ん
だ

憂
国
の
大
政
治
家

進
藤
一
馬
先
生
講
演
録②

馬上の中野正剛先生
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歌
に
短
歌
で
応
え
て
計
画
変

更
し
救
っ
た
。
今
は
桜
の
公

園
に
な
っ
て
い
る
。
進
藤
先

生
の
ご
遺
徳
は
、
年
を
追
う

ご
と
に
光
を
増
し
て
い
る
。

　

入
賞
作
の
う
ち
「
福
岡
市

長
賞
」
は
次
の
通
り
。

　

▽
一
般
の
部
＝
西
行
を
偲

び
つ
つ
見
る
山
桜
わ
れ
も
こ

の
世
の
過
客
の
一
人
（
横
浜

市
・
合
志
義
文
）
▽
中
高
生

の
部
＝
十
六
夜
が
淡
く
夜
桜

照
ら
し
だ
す
見
つ
め
る
母
に

毛
布
を
渡
す
（
大
阪
府
立
天

王
寺
高
２
年
・
大
川
千
明
）

▽
小
学
生
の
部
＝
春
風
と
寒

の
も
ど
り
が
お
に
ご
っ
こ
行

っ
た
り
来
た
り
雨
・
雪
・
桜

（
麻
生
学
園
小
６
年
・
尾
㟢

結
仁
）

　

福
岡
市
の
海
の
玄
関
、
博

多
港
が
脚
光
を
浴
び
て
い

る
。
国
土
交
通
省
は
先
ご

ろ
、
昨
年
一
年
間
に
海
外
か

ら
の
観
光
客
を
乗
せ
た
ク
ル

ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
が
全
国

で
一
番
多
か
っ
た
の
は
博
多

港
だ
っ
た
、
と
発
表
し
た
。

　

二
位
は
同
じ
く
九
州
の
長

崎
港
。
こ
こ
数
年
一
位
の
座

に
君
臨
し
て
き
た
横
浜
港
は

三
位
に
下
が
っ
た
。

　

全
国
の
寄
港
数
は
過
去
最

高
の
千
四
百
五
十
四
回
で
前

年
比
二
百
五
十
回
増
。
う
ち

博
多
港
の
寄
港
数
は
前
年
よ

り
百
四
十
四
回
多
い
二
百
五

十
九
回
だ
っ
た
。
人
数
で
言

え
ば
全
国
が
約
百
十
一
万
人

で
、
博
多
港
は
約
五
十
八
万

人
。
中
国
を
は
じ
め
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
〝
爆
買
い
〟
訪
日

客
の
急
増
で
、
地
理
的
に
近

い
博
多
港
の
有
利
性
が
表
れ

た
と
い
え
る
。

　

博
多
港
に
入
港
し
た
ク
ル

ー
ズ
船
は
「
ク
ル
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
る
博
多
港
の
中

央
ふ
頭
に
着
岸
す
る
。
船
か

ら
ど
っ
と
客
が
は
き
出
さ
れ

バ
ス
に
吸
収
さ
れ
て
市
街
地

へ
向
か
い
「
タ
ッ
ク
ス
・
フ

リ
ー
」
の
表
示
の
あ
る
店
に

吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
ん

な
光
景
が
同
市
で
は
日
常
的

に
見
ら
れ
る
。

　

福
岡
市
南
区
桧
原
一
丁
目

の
「
桧
原
桜
」
に
ま
つ
わ
る

元
福
岡
市
長
で
玄
洋
社
記
念

館
創
設
者
、
故
進
藤
一
馬
先

生
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
心
の
宝
と
し
、
同
区
の
発

展
に
役
立
て
よ
う
と
創
設
さ

れ
た
短
歌
の
コ
ン
ク
ー
ル

「
桧
原
桜
賞
」（
同
賞
実
行

委
員
会
、
福
岡
市
な
ど
主

催
）
の
第
六
回
公
募
分
の
入

賞
作
の
表
彰
式
が
三
月
二
十

七
日
、
同
区
大
橋
一
丁
目
の

九
州
大
学
大
橋
サ
テ
ラ
イ
ト

で
行
わ
れ
た
。

　

尺
八
の
吹
鳴
に
合
わ
せ
て

入
賞
作
が
吟
詠
さ
れ
、
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
従
来
の
実
績
を

大
幅
に
上
回
り
、
全
国
四
十

六
都
道
府
県
と
海
外
の
四
十

三
人
を
含
め
二
千
八
百
二
十

二
人
か
ら
五
千
六
百
八
十
二

首
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
「
桧
原
桜
」
は
同
市
の
道

路
拡
幅
計
画
で
伐
採
の
運
命

に
あ
っ
た
九
本
の
桜
を
、
進

藤
先
生
が
市
民
の
助
命
の
短

　

本
年
の
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
事
務
局
へ
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日　

時　

�

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
曜
日
）
午
前
11

時
開
始

◇
場　

所　

�

鳥
飼
八
幡
宮
境
内「
中
野
正
剛
先
生
銅
像
」

前
（
福
岡
市
中
央
区
今
川
２
丁
目
１
‐
17
）

◇
参
加
費　

�

式
典
だ
け
参
加
の
方
は
千
円
、
直
会
（
な

お
ら
い
）
に
も
参
加
の
方
は
、
ほ
か
に
３

千
円
。

◇
電　

話　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
１
１

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
０
２

表彰状を受ける入賞者

大きなビルのようなクルーズ船

進
藤
先
生
の
ご
遺
徳
さ
ら
に
大
き
く

「
桧
原
桜
賞
」決
ま
る

第６回

博多港が日本一に

クルーズ船寄港数

平成二十七年度

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」を
開
催
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ー
書
と
人
物
ー

　

今
回
は
東
京
、
多
磨
霊
園

と
谷
中
霊
園
の
墓
碑
・
記
念

碑
を
紹
介
す
る
。①
―
１（
写

真
）
は
多
磨
霊
園
の
「
買ば

い

剣け
ん

今
田
君
碑
」。
碑
面
の
上
部

に
題
額
、
そ
の
下
に
碑
文
が

あ
る
。
①
―
２
（
拓
本
）
が

題
額
部
分
で
頭
山
満
の
書
。

頭
山
満
に
は
珍
し
い
書
体

で
、
し
か
も
竹
筆
で
は
な

い
。
改
ま
っ
た
墓
碑
・
記
念

碑
に
揮
毫
す
る
場
合
は
竹
筆

を
使
わ
な
い
場
合
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
そ
の
例
と
言
え

る
。

　

今
田
は
諱い

み
な

を
正
虎
、
字あ

ざ
な

を

主
税
、
買
剣
は
そ
の
号
で
あ

る
。嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

～
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）。

平
野
国
臣
研
究
家
。
編
著
に

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
刊
の
『
国
士
模
範
平
野

次
郎
国
臣
伝
』
が
あ
る
。
同

書
付
載
の
出
版
広
告
に
よ
る

と
別
に
『
国
士
模
範
平
野
国

臣
伝
』（
製
本
既
成
）
が
あ

り
、
伯
爵
副
島
種
臣
公
序
と

筑
前
頭
山
満
君
叙
を
付
す
。

今
田
と
頭
山
に
早
く
か
ら
親

交
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
前
者

刊
行
時
に
は
後

者
は
未
刊
の
よ

う
だ
が
、
同
年

に
刊
行
さ
れ

た
。
国
臣
の
獄

中
紙こ

よ

り捻
文
字
の

石
版
摺
を
付
載

（
広
告
）。
た

だ
し
、
後
者
は
石
瀧
未
見
。

な
お
、
陸
軍
少
将
今
田
新
太

郎
は
そ
の
長
男
。

　

②
―
１
は
多
磨
霊
園
の

「
中
野
正
剛
碑
（
原
題
な

し
）」。
碑
文
は
「
友
人　

蘇

峰
徳
冨
正
敬
撰
」（
八
十
一

歳
）、「
同
学　

緒
方
竹
虎

書
」。
題
額
は
「
魂
」
を
頭

山
満
が
揮
毫
し
て
い
る
（
竹

筆
）。
②
―
２
は
題
額
の
左

端
に
あ
る
署
名
部
分
（
こ
れ

も
竹
筆
の
特
徴
が
よ
く
出
て

い
る
）と「
頭
山
満
」「
立
雲
」

の
二
つ
の
印
。

　

蘇
峰
の
文
章
の
書
き
出
し

部
分
を
写
す
と
、「
中
野
正

剛
君
、
昭
和
十
八
年
十
月
二

十
七
日
暁
、
東
京
都
渋
谷
ノ

邸
ニ
自
裁
ス
。
人
其
ノ
何
故

タ
ル
ヲ
知
ル
者
無
シ
。」

　

③
は
多
磨
霊
園
の
「
内
田

良
平
之
墓
」。「
頭
山
満
書
」

で
、
二
個
の
印
影
（「
頭
山

満
印
」「
立
雲
」）
も
彫
り
込

ま
れ
て
い
る
。
裏
面
に
「
昭

和
十
二
年
七
月
二
十
六
日
逝

去　

享
年
六
十
四
歳
、
昭
和

十
三
年
七
月
二
十
六
日

建こ
れ
を
た
つ之

」。

　

④
は
谷
中
霊
園
の
「
来
島

恒
喜
之
墓
」。
③
と
同
様
に

「
頭
山
満
書
」
で
、「
頭
山

満
印
」「
立
雲
」
の
印
影
を

彫
る
。
裏
面
に
「
来
島
恒
喜

碑
陰
記
」
が
あ
り
、
明
治
二

十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
自

刃
し
た
来
島
の
五
十
年
祭
を

機
に
昭
和
十
三
年
（
一
九
三

八
）
十
月
十
八
日
（
五
十
回

忌
の
祥
月
命
日
）
に
墓
碑
を

改
築
し
た
も
の
。
来
島
恒
喜

の
墓
は
福
岡
市
博
多
区
千
代

の
崇
福
寺
内
玄
洋
社
墓
地
に

も
あ
る
。

　

※
以
上
、
多
磨
霊
園
の
写

真
と
拓
本
は
佐
藤
誠
氏
・
佐

藤
晃
生
氏
・
神
田
優
氏
、
谷

中
霊
園
の
写
真
は
佐
藤
誠
氏

に
よ
る
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 67 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑪

①− 1

②− 1

①− 2

②− 2

③
④


